
第 3 0 回 宮 城 県 ・ 仙 台 市 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会
兼  第 22 回全国障害者スポーツ大会選考会  

開 催 要 綱 
１  目  的  

スポーツを通じて体力の維持・増進を図り，明朗快活かつ積極的な性格と協調精神を養い，
明るい生活の形成に寄与するとともに，県民・市民との交流により，障害者に対する深い理
解と関心の高揚を期し，もって障害者の社会参加促進に資することを目的とする。

２  名  称  
第 30 回宮城県・仙台市障害者スポーツ大会  

３  主  催  
宮城県／仙台市／一般社団法人宮城県障害者スポーツ協会／  
一般社団法人仙台市障害者スポーツ協会  

４  共  催（予定）  
社会福祉法人宮城県障がい者福祉協会／社会福祉法人仙台市障害者福祉協会  
宮城県知的障害者福祉協会／一般社団法人宮城県手をつなぐ育成会  
仙台市知的障害者関係団体連絡協議会／みやぎ精神障害者スポーツ推進協議会  
ＮＰＯ法人仙台市精神保健福祉団体連絡協議会  

５  主  管  
第 30 回宮城県・仙台市障害者スポーツ大会実行委員会  
一般財団法人宮城陸上競技協会／仙台市陸上競技協会／宮城県卓球協会  
一般財団法人宮城県水泳連盟／宮城県ボウリング連盟／宮城県アーチェリー協会  
宮城県障害者卓球協会／東北身体障がい者水泳連盟／みやぎ障害者フライングディスク協会  
杜の都アーチェリークラブ／宮城ボッチャ協会／宮城県障害者スポーツ指導者協議会ボッチャ部会 

６  協  力（予定）  
公益社団法人宮城県医師会／一般社団法人仙台市医師会／公益社団法人宮城県柔道整復師会  
東北学生陸上競技連盟／一般財団法人宮城県水泳連盟学生委員会／東北福祉大学  
仙台大学／東北文化学園大学／仙台白百合女子大学／仙台青葉学院短期大学／ 
仙台保健福祉専門学校／仙台リゾート&スポーツ専門学校／仙台医健・スポーツ専門学校／ 
宮城県障害者スポーツ指導者協議会／仙台市障害者スポーツ指導者協議会 

７  後  援（予定）  
宮城県教育委員会／仙台市教育委員会／公益財団法人宮城県スポーツ協会  
仙台市スポーツ協会／社会福祉法人宮城県社会福祉協議会  
社会福祉法人仙台市社会福祉協議会／        ／朝日新聞仙台総局／  
産經新聞社東北総局／毎日新聞仙台支局／読売新聞東北総局／日刊スポーツ新聞社東北総局  

   ／       ／       ／         ／                ／  
J：COM 仙台キャベツ／       ／ラジオ３FM７６ .２／  

８  協  賛  
協  賛  各  社  
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１０ 競技種目・競技方法・競技規則・障害区分  
（１）競技種目・競技方法・競技規則・障害区分は，各競技大会要項のとおりとする。 
（２）競技はアーチェリーとフライングディスク、ボッチャを除き，次の年齢区分で競技を行う。なお，年齢区分

の基準日は４月１日とする。 
１）身体障害 ：１部（３９歳以下），２部（４０歳以上） 
２）知的障害・精神障害 ： 少年の部（１９歳以下），青年の部（２０歳から３５歳），壮年の部（３６歳以上） 

１１ 表  彰 
（１）各競技大会とも、原則として各組，障害区分，年齢区分ごとに１位から３位までに入賞した選手にメダルを

授与する（組に異なった障害区分または年齢区分がある場合は，その区分による）。ただし，各組・各障害区分又
は年齢区分において，出場数が３名以下の場合は，１位のみを表彰する。 

（２）新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、各競技大会での表彰は実施せずメダル等は後日送付する。 

１２ 大会出場資格 
（１）宮城県内に現住所を有する２０２２年４月１日現在，満１２歳以上の者で，身体障害者手帳，療育手帳，精神

障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。もしくはその取得の対象に準ずる障害のある者及び主催者が認めた者。た
だし，申込時に施設や学校等に入所及び通所並びに通学する者は，その所在地から出場できるものとする。 

（２）各競技大会要項の障害区分に該当する者で，大会出場に際して，健康上特に問題のない者。 
（３）選考会の重複出場はできないものとする。ただし，団体競技において県又は市代表決定戦にて敗退した選手

の個人競技への出場は認める。 

１３ 出場申し込み方法 
出場希望者は競技種目を選択し，別紙様式の申込用紙，大会参加同意書に必要事項を記入の上，各競技大会要項
に記載する申込締め切り日までに申し込み先へ提出すること。なお，申し込み締切り以降の出場受付及び種目変
更の受付は一切行わないので注意すること。 

１４ 健康・安全管理 
（１）出場選手の健康・安全管理については，事前に医師の診断を受けるなど，各自において十分配慮すること。 
（２）主催者においては，大会時の傷害保険の加入と応急処置を行う以外については，一切責任を負わない。な

お，競技中の負傷に対する補償は，大会において加入する保険の適用範囲内とする。普段の練習の事も含めて考
えて不足と思われる際は，各自において別途加入すること。 

１５ 個人情報の取り扱い 
 参加申込書に記載の個人情報は，参加受付・プログラム作成等の本大会の運営，成績の報道発表・公式ホームペ

ージ等への掲載，大会主催者からの資料送付・情報提供に使用する。また，大会出場中における映像・写真・記
事・記録等への掲載権は主催者に属する。 

１６ その他 
（１）大会当日における昼食・雨具等は，各自で用意すること。 
（２）競技用具は原則として主催者で用意する。但し，卓球のラケット，アーチェリーの弓具などは各自で用意す

ること。また、練習に使用する用具（ボール，ウォーミングアップで使用する用具等）は各自で用意すること。 
（３）荒天や新型コロナウイルス感染症の拡大などの不測の事態により、競技会が中止となる場合がある。なお、

新型コロナウイルス感染症の状況により、規模縮小など内容を変更・調整する場合がある。 

１７ 新型コロナウイルス感染症への対策について 
 行政および各競技団体等が示す新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン等を基に大会を運営する。大会参加予

定の選手・関係者においても、下記の事項を順守し、感染防止に努めること。 
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（１）来場する者全員（選手，コーチ，介助者等）が、参加 2 週間前から体温や体調をチェックし、体調チェック
シートに記入のうえ提出すること。 

（２）受付時、検温及び体調チェックシートにより体調の確認を行うので、担当者の指示に従うこと。 
（３）体調がすぐれない者の会場への入場はできない。 
（４）競技中以外はマスクを着用すること。なお，マスクは必ず持参すること。 
（５）こまめな手洗い，アルコール等による手指の消毒を行うこと。 
（６）競技中以外は，対人距離をしっかりと確保し，大きな声での応援は控えること。 
（７）介助者については，最小限の人数で実施すること。 
（８）開会式および閉会式，表彰式は実施しない。競技が終了した選手から解散となる。 
（９）新型コロナウイルス感染症の感染状況により，大会開催前又は開催中に政府・自治体等から各種要請が発出

された場合は，主催及び関係者で協議のうえ，大会日程の変更又は中止等を決定する。 
（10）各大会は無観客で実施する。 
（11）選手控所等の利用は必要最小限とし，競技終了後は速やかに退出すること。なお，着席する場合は２席以上

空けて着席すること。 

１８ 全国障害者スポーツ大会派遣選手の選考 
（１）各競技大会に出場した選手の記録（陸上競技，フライングディスクの精神の部を除く）は，全国大会の宮城

県および仙台市代表選手団の派遣候補選手選考の参考記録となり，別途開催される選考委員会において，全国大
会主催者（栃木県）により指定された出場競技・選手数に基づき最終決定される。ただし，全国障害者スポーツ
大会開催基準要綱により，２０２２年４月１日現在，満１３歳以上の選手が選考対象となる。 

 ＜ 第２２回全国障害者スポーツ大会 ： ２０２２年１０月２９日 ～ ３１日  於：栃木県  ＞ 

（２）全国大会への派遣は，仙台市内に居住する者は仙台市から，仙台市以外の市町村に居住する者は，宮城県か
ら派遣される。ただし，申込時に施設や学校等に入所及び通所並びに通学する者は，その所在地から参加できる
ものとする。 
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